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共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

一

二
〇
一
六
年
度
、
私
た
ち
は
人
間

文
化
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
名
古
屋
の
観
光
と
文
化
発
信
に
関

す
る
研
究
」
を
実
施
し
て
、
名
古
屋
の

観
光
、
そ
し
て
文
化
発
信
の
問
題
に
つ

い
て
考
究
し
た
。
研
究
代
表
者
は
吉
田

一
彦
、
研
究
分
担
者
は
成
田
徹
男
教
授
、

阪
井
芳
貴
教
授
、
土
屋
有
里
子
准
教
授

で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

は
、
人
文
社
会
学
部
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講

義
「
名
古
屋
と
観
光
」
と
連
動
さ
せ
て

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
度

は
、
名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局
の
事

業
「
や
っ
と
か
め
文
化
祭
二
〇
一
六
」

と
連
携
し
て
、
名
古
屋
市
役
所
と
名
古

屋
市
立
大
学
の
連
携
企
画
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
窓
口
に
な
っ
て
市
役

所
と
本
学
を
つ
な
い
で
く
れ
た
同
局
文

化
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
の
藤
井
章
氏
、

吉
田
祐
治
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

今
年
度
の
や
っ
と
か
め
文
化
祭
に
は
、

ま
た
、
本
学
教
員
だ
け
で
な
く
、
本
学

学
生
が
参
加
し
て
、
複
数
の
企
画
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
意
欲
的
に
文

化
祭
に
参
加
し
、
種
々
の
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
、
当
日
は
運
営
の
裏
方
と
し
て
、

あ
る
い
は
舞
台
に
立
っ
て
活
躍
し
て
く

れ
た
学
生
諸
氏
に
も
心
よ
り
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
。

や
っ
と
か
め
文
化
祭
は
、
名
古
屋
市

が
行
な
う
文
化
祭
で
、「
時
を
め
ぐ
り
、

文
化
を
旅
す
る
、
町
の
祭
典
」
と
銘
う

ち
、
本
年
度
は
十
月
二
十
九
日
～
十
一

月
二
十
日
の
日
程
で
、「
芸
ど
こ
ろ
ま

ち
な
か
披
露
」「
芸
ど
こ
ろ
名
古
屋
舞

台
」「
ま
ち
な
か
寺
子
屋
」「
ま
ち
歩
き

な
ご
や
」
の
四
つ
の
テ
ー
マ
の
九
十
六

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。

名
古
屋
市
立
大
学
と
の
連
携
企
画

と
し
て
は
、「
ま
ち
な
か
寺
子
屋
」
に
、

吉
田
一
彦
「
史
書
に
描
か
れ
た
尾
張
氏

の
ミ
ス
テ
リ
ー
」（
十
一
月
三
日
、
聖

徳
寺
）
と
、
阪
井
芳
貴
・
ア
ユ
チ
雅
楽

会
「
は
じ
め
て
の
雅
楽
―
名
古
屋
市
立

大
学
連
携
・
特
別
講
座
―
」（
十
一
月

六
日
、
名
古
屋
市
博
物
館
講
堂
）
の
二

つ
を
、「
ま
ち
歩
き
な
ご
や
」
に
、
土

屋
有
里
子
「
和
歌
と
信
仰
に
彩
ら
れ
た

文
学
の
郷
へ
」（
十
一
月
十
三
日
、
富

部
神
社
な
ど
）
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
は
じ
め
て
の
雅
楽
」
で
は
、
ア
ユ
チ

雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
と
と
も
に
、

名
古
屋
市
立
大
学
学
生
も
出
演
し
た

「
桜
人
（
さ
く
ら
び
と
）」
の
復
曲
歌
唱

が
あ
り
、
解
説
も
名
古
屋
市
立
大
学
学

生
が
担
当
し
た
。
ま
た
「
和
歌
と
信
仰

に
彩
ら
れ
た
文
学
の
郷
へ
」
で
は
、
名

古
屋
市
立
大
学
学
生
が
歌
枕
ゆ
か
り
の

寺
社
を
案
内
し
た
。

ま
た
、
教
養
教
育
の
授
業
科
目
「
地

域
連
携
参
加
型
学
習
」
履
修
学
生
の
う

ち
、
吉
田
一
彦
班
（
一
年
生
学
生
十
一

名
）
が
「
や
っ
と
か
め
文
化
祭
の
研
究
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
こ
の
文
化
祭
に
参

加
し
て
感
想
、
意
見
を
書
き
、
ま
た
来

年
度
以
降
の
企
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
見
地
か
ら
提
案
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

を
冊
子
体
の
報
告
書
（
全
七
三
頁
）
に

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
地
域
連
携
参
加
型
学
習
」

履
修
学
生
の
吉
田
一
彦
班
・
水
野
み
か

子
班
の
学
生
は
、
十
一
月
十
四
日
に
、

名
古
屋
市
立
大
学
特
別
研
究
奨
励
費
に

よ
る
研
究
（
研
究
代
表
者
・
芸
術
工
学

研
究
科
横
山
清
子
教
授
）
に
よ
っ
て
名

古
屋
市
立
大
学
を
訪
れ
て
い
た
タ
イ
国

の
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ソ
ン
ク
ラ
―
大

学
の
学
生
九
名
、
教
員
二
名
の
方
と
と

も
に
名
古
屋
能
楽
堂
に
行
き
、「
狂
言

体
験
」
を
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

私
自
身
は
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
聖

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

　「
名
古
屋
の
観
光
と
文
化
発
信
に
関
す
る
研
究
」
報
告

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
吉
田
　
一
彦
・
阪
井
　
芳
貴

土
屋
有
里
子
・
成
田
　
徹
男

まちなか寺子屋・熱田区聖徳寺にて
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徳
寺
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）
を
会

場
に
、
尾
張
地
域
の
古
代
豪
族
の
雄
で

あ
る
尾
張
氏
の
実
像
と
草
薙
剣
の
謎
に

つ
い
て
市
民
に
語
り
、
そ
の
後
こ
の
地

の
歴
史
に
関
心
が
あ
る
市
民
の
方
々
と

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
、

こ
の
日
、
草
薙
剣
に
つ
い
て
、
ま
だ
ど

こ
で
も
話
を
し
た
こ
と
の
な
い
私
の
見

解
、
つ
ま
り
新
ネ
タ
を
披
露
し
た
。
い

ず
れ
論
文
に
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
日
は
同
寺
の
御
厚
意

に
よ
り
、
市
民
の
方
々
と
と
も
に
、
元

弘
三
年
（
一
三
三
三
）
九
月
三
日
の
銘

を
持
つ
、
貴
重
な
聖
徳
太
子
像
を
特
別

拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
き
な
収

穫
で
あ
っ
た
。

名
古
屋
か
ら
文
化
を
発
信
す
る
と
い

う
こ
の
事
業
は
と
て
も
重
要
な
も
の
だ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
名
古
屋

市
役
所
と
連
携
し
て
こ
の
事
業
に
関
わ

り
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
吉
田
一
彦
）

二

今
年
の
「
や
っ
と
か
め
文
化
祭
」
で

名
古
屋
市
立
大
学
と
の
連
携
を
と
の
お

話
を
い
た
だ
い
て
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か

ん
だ
の
が
、
筆
者
が
顧
問
を
務
め
る
ア

ユ
チ
雅
楽
会
の
演
奏
会
を
名
古
屋
市
博

物
館
で
催
す
、
と
い
う
企
画
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
単
な
る
思
い
付
き
で
は
な
く
、

従
来
か
ら
温
め
て
い
た
二
つ
の
思
惑
が

背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
や
っ
と
か
め
文
化
祭
と
博

物
館
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

文
化
祭
は
名
古
屋
の
文
化
・
芸
能
を
楽

し
も
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
博
物
館
が
文
化
祭
に
関

わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
で

あ
り
、
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
た

の
で
、
良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
名
古
屋

市
立
大
学
の
博
物
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ

ブ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
も
念

頭
に
お
い
て
い
た
。
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
は
こ
の

七
年
間
に
名
古
屋
市
博
物
館
と
市
立
大

学
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
を
企
画
・

運
営
し
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、「
文

化
財
活
か
し
隊
」
と
し
て
新
た
な
領
域

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
ア
ユ
チ
雅
楽
会
の
活
動

を
広
く
市
民
に
知
ら
し
め
た
い
と
い
う

思
惑
で
あ
っ
た
。
一
昨
年
の
名
古
屋
市

立
大
学
人
文
社
会
学
部
設
立
二
〇
周
年

の
記
念
式
典
に
お
け
る
こ
の
雅
楽
会
の

演
奏
と
演
舞
は
、
非
常
に
厳
か
で
格
調

高
く
出
席
者
の
多
く
が
感
嘆
し
た
。
伊

勢
神
宮
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
地
方
の

寺
社
で
の
演
奏
披
露
を
行
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
一
般
市
民
へ
の
披
露
の
機
会

は
乏
し
く
、
い
っ
ぽ
う
市
民
も
雅
楽
に

親
し
む
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

や
っ
と
か
め
文
化
祭
で
演
奏
会
が
開
け

れ
ば
、
双
方
に
と
っ
て
意
義
深
い
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
企
画
を
具
体
化
す
る
中
で
、

名
古
屋
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
催
馬
楽
「
桜
人
」
を
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ

メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
市
立
大
学
の
学

生
が
演
奏
す
る
と
い
う
無
謀
と
も
画
期

的
と
も
言
え
る
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
に
と
っ
て
は
「
文
化
財
活
か

し
隊
」
と
し
て
願
っ
て
も
な
い
体
験
と

な
り
、
名
古
屋
市
の
文
化
財
の
保
存
・

継
承
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、「
桜

人
」
は
保
存
会
の
方
々
が
維
持
し
て
い

る
と
は
い
え
、
大
学
生
の
よ
う
な
若
者

が
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
を
契
機
に
若
者
が
関
心
を
持

つ
こ
と
に
な
れ
ば
非
常
に
意
義
深
い
も

の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
な
お
、
以

上
の
よ
う
な
筆
者
の
思
惑
と
関
係
者
の

想
い
、
企
画
の
意
図
を
勘
案
し
、
や
っ

と
か
め
文
化
祭
の
「
ま
ち
な
か
寺
子

屋
」
企
画
と
し
て
、
タ
イ
ト
ル
は
「
初

め
て
の
雅
楽
」
と
し
た
。

八
月
半
ば
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
の
有
志
九

名
が
ア
ユ
チ
雅
楽
会
の
指
導
の
も
と
、

ま
っ
た
く
未
知
の
世
界
で
あ
っ
た
雅
楽
、

催
馬
楽
「
桜
人
」
の
歌
唱
に
挑
戦
を
始

め
た
が
、
雅
楽
会
の
方
々
も
驚
く
上
達

まちなか寺子屋・はじめての雅楽・アユチ雅楽会

催馬楽の復曲・桜人

はじめての雅楽ポスター
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ぶ
り
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
楽
し
み
な

が
ら
習
っ
た
の
で
、
上
達
も
早
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
十
一
月
六
日

の
本
番
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
講
堂
が

ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
お
客
さ
ま
に

恵
ま
れ
、
大
変
上
出
来
の
歌
唱
を
披
露

で
き
た
。
保
存
会
の
方
々
も
大
変
喜
ば

れ
、「
桜
人
」
の
伝
承
の
新
た
な
世
界

が
切
り
開
か
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

な
お
、
演
奏
会
当
日
は
、
雅
楽
お
よ

び
演
奏
曲
目
の
解
説
に
吉
田
一
彦
教
授

の
ゼ
ミ
生
二
名
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
、
ま
た
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
と
と

も
に
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に

も
携
わ
り
、
や
っ
と
か
め
文
化
祭
に
多

角
的
に
参
画
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
企
画
そ
の
も
の
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
名
古

屋
の
観
光
と
い
う
観
点
で
の
意
義
に
つ

い
て
触
れ
て
お
く
。
筆
者
は
、
や
っ
と

か
め
文
化
祭
を
名
古
屋
の
伝
統
文
化
の

再
発
見
・
再
評
価
に
つ
な
が
る
重
要
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
は
、
名
古
屋
市
民
自
身
が
ま
ず
こ
の

町
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
楽
し
む
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
い
限
り
、
昨
年

の
調
査
で
示
さ
れ
た
「
全
国
一
行
き
た

く
な
い
都
市
」
と
い
う
名
古
屋
市
に

と
っ
て
不
名
誉
な
状
況
の
打
破
は
難
し

い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

立
場
か
ら
、
上
述
し
た
よ
う
に
伝
統
文

化
に
つ
い
て
学
ぶ
場
で
も
あ
る
名
古
屋

市
博
物
館
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
没
交
渉

で
あ
る
こ
と
は
大
き
な
損
失
だ
と
感
じ

て
き
た
。
博
物
館
が
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
関
わ
る
こ
と
で
、
名
古
屋
城
や
徳

川
美
術
館
と
並
ぶ
名
古
屋
の
観
光
の
拠

点
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
博
物
館
に
と
っ
て
も
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
名
古
屋
の
観
光
に
も

プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
る
。
今
回
の
企

画
が
そ
の
端
緒
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

（
阪
井
芳
貴
）

三

今
年
度
、「
や
っ
と
か
め
文
化
祭
」

で
何
か
企
画
を
、
と
い
う
お
話
を
い
た

だ
き
、
土
屋
ゼ
ミ
（
四
年
生
七
名
、
三

年
生
二
名
、
二
年
生
六
名
）
で
「
ま
ち

歩
き
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゼ
ミ
は
以
前
か
ら
名
古
屋
の
文
学
、
文

化
等
に
関
わ
り
、
御
朱
印
マ
ッ
プ
の
作

成
等
も
企
図
し
て
い
た
た
め
、
流
れ
的

に
は
無
理
は
な
か
っ
た
が
、
い
ざ
一
つ

の
企
画
を
学
生
主
体
で
立
ち
上
げ
る
と

な
る
と
、
多
く
の
時
間
と
勉
強
、
労
力

を
必
要
と
し
た
。

二
〇
一
六
年
六
月
か
ら
ゼ
ミ
時
間
を

使
い
企
画
に
入
り
、
当
初
は
通
常
の
御

朱
印
巡
り
に
あ
り
が
ち
な
、
恋
愛
成
就

や
学
業
成
就
に
関
す
る
寺
社
を
巡
る
案

も
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
日
本
文

学
の
ゼ
ミ
で
あ
る
特
質
を
生
か
し
、「
歌

枕
（
古
来
か
ら
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て

い
る
景
勝
地
）」を
テ
ー
マ
と
し
た
コ
ー

ス
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
は
文
献
資
料
を
も
と
に
愛
知

県
（
尾
張
・
三
河
）
の
歌
枕
を
網
羅
し
、

地
図
上
で
場
所
を
確
認
、
歌
枕
と
の
関

連
を
調
査
、
確
認
し
た
。
コ
ー
ス
は
あ

ら
か
じ
め
二
時
間
程
度
と
さ
れ
て
い
た

の
で
、
時
間
内
で
巡
れ
る
範
囲
内
に
場

所
を
し
ぼ
り
、
最
終
的
に
歌
枕
で
あ
る

「
年
魚
市
潟
（
あ
ゆ
ち
が
た
）」
と
「
夜

寒
の
里
（
よ
さ
む
の
さ
と
）」
関
連
の

寺
社
を
巡
る
コ
ー
ス
と
し
、「
歌
枕
を

ゆ
か
り
の
寺
社
を
め
ぐ
る
御
朱
印
の

旅
」
と
命
名
し
た
。

そ
の
後
、『
尾
張
名
所
図
会
』
で
関

連
記
事
を
解
読
し
、
コ
ー
ス
に
組
み
込

む
富
部
神
社
、
白
毫
寺
、
高
座
結
御

子
神
社
に
ゼ
ミ
生
を
三
班
に
分
け
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
、
神
職
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
掲
載
記
事
の
情
報
収
集
に
努
め

た
。
二
年
生
は
後
期
ゼ
ミ
開
始
前
に
も

関
わ
ら
ず
参
加
し
て
く
れ
、
上
級
生
の

行
う
文
献
資
料
の
調
査
方
法
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
を
間
近
で
学
ん
で

く
れ
た
の
で
、
知
識
や
研
究
方
法
の
伝

達
が
自
然
に
出
来
た
こ
と
は
収
穫
で

あ
っ
た
。

まち歩きなごや・和歌と信仰に彩られた文学の郷へ

解説する学生＆やっとかめ大使

まち歩きなごや・パンフレット
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後
期
授
業
開
始
と
共
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
の
準
備
に
入
っ
た
。
文
章
、

写
真
等
、
各
班
が
発
表
を
通
し
て
全
体

的
に
調
整
し
、
卓
越
し
た
技
術
を
持
つ

二
年
生
が
デ
ザ
イ
ン
全
般
を
行
い
、
四

年
生
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
駆
使
し

た
独
自
の
コ
ラ
ム
も
入
り
、
完
成
に

至
っ
た
。

本
番
一
週
間
前
の
十
一
月
六
日

（
日
）
に
ゼ
ミ
生
全
員
で
コ
ー
ス
全
体

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
。

十
一
月
十
三
日
（
日
）
は
快
晴
で
、

十
六
名
の
一
般
参
加
が
あ
っ
た
。
九
：

三
〇
に
富
部
神
社
集
合
、
白
毫
寺
に
向

か
い
、
呼
続
駅
か
ら
名
鉄
で
神
宮
前
駅

へ
、
き
よ
め
餅
総
本
家
で
休
憩
、
歩
い

て
夜
寒
の
里
旧
跡
を
経
て
高
座
結
御
子

神
社
で
解
散
と
な
っ
た
。
一
般
の
方
の

満
足
度
は
高
か
っ
た
が
、
シ
ャ
イ
な
学

生
が
な
か
な
か
一
般
の
方
と
交
流
で
き

な
か
っ
た
こ
と
、
解
説
に
ユ
ー
モ
ア
が

足
り
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
課
題

と
な
っ
た
。

六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
全
て
の
ゼ

ミ
時
間
及
び
休
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
等
を
要
し
、
準
備
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
。
し
か
し
本
番
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
学
生
の
学
び
は
自
主
的
に
、
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
知
識
や
技
術
の
伝
授
も

自
然
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

成
長
ぶ
り
は
傍
目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、

本
番
終
了
後
の
達
成
感
に
満
ち
た
皆
の

顔
を
見
て
、
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
だ
次
第

で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
企

画
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、
熱
田
神
宮
、

高
座
結
御
子
神
社
、
富
部
神
社
、
白
毫

寺
、
き
よ
め
餅
総
本
家
の
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

土
屋
有
里
子
）

四

昨
年
度
、
案
内
表
示
の
多
言
語
化
の

実
態
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
今
年
度
は

そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
博
士
後

期
課
程
大
学
院
生
の
文
秀
秀
と
と
も

に
、
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
案

内
表
示
の
多
言
語
化
の
問
題
点
に
つ
い

て
の
研
究
」
を
す
す
め
た
。
特
に
、
調

査
結
果
に
よ
る
と
設
置
場
所
や
設
置
主

体
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
表
示
対

象
や
表
示
方
法
に
つ
い
て
不
統
一
な
点

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
検
討
を
お
こ

な
っ
た
。
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生

の
研
究
経
費
に
つ
い
て
は
、「
学
術
研

究
遂
行
協
力
制
度
（
Ｒ
Ａ
）」
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
ピ
ク
ト
サ
イ
ン

な
ど
も
ふ
く
め
た
多
様
な
表
示
の
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
と
問
題
点
を
整
理
し
た
。

名
古
屋
で
は
、「
英
語
、
中
国
語
簡
体

字
、
ハ
ン
グ
ル
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
」
が

目
安
と
な
っ
て
お
り
、
英
語
が
第
一
で

日
本
語
表
示
と
同
等
の
大
き
さ
で
併
記

し
、
他
の
表
示
は
表
記
が
や
や
小
さ
目

で
、
す
べ
て
の
項
目
に
は
併
記
し
て
い

な
い
。
日
本
全
体
と
し
て
は
「
英
語
、

中
国
語
簡
体
字
、
中
国
語
繁
体
字
、
韓

国
語
」
が
多
く
見
ら
れ
る
。
多
言
語
表

示
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

視
認
性
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
多
言
語

化
と
言
っ
て
も
数
種
類
に
と
ど
ま
る
。

ま
た
、
語
用
論
的
観
点
や
言
語
景
観

論
の
視
点
に
立
ち
、「
誰
の
た
め
の
表

示
か
」「
誰
が
設
置
す
る
表
示
か
」
と

い
う
ふ
た
つ
の
方
向
か
ら
、
問
題
点
を

分
析
、
検
討
し
た
。
た
と
え
ば
「
ひ
ら

が
な
」「
ロ
ー
マ
字
」
の
表
示
や
、
ピ

ク
ト
サ
イ
ン
は
、
な
ぜ
必
要
か
、
ど
こ

に
必
要
か
、
目
的
を
定
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、

機
械
的
に
横
並
び
で
「
あ
れ
ば
い
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
表
示
に
な
る
危
険
性
が

あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
道
路
の
標
識

は
国
土
交
通
省
が
「
英
語
表
示
」
を
標

準
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
Ｊ
Ｒ
や

私
鉄
の
表
示
の
規
則
と
、
地
下
鉄
な
ど

の
地
方
自
治
体
の
公
共
交
通
機
関
と
で

は
、
異
な
る
点
が
あ
る
。
駅
の
乗
り
換

え
誘
導
な
ど
で
は
、
こ
の
よ
う
に
管
轄

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
を

さ
け
る
た
め
に
、
自
治
体
に
よ
る
調
整
、

場
合
に
よ
っ
て
は
強
力
な
主
導
が
望
ま

れ
る
。

名
古
屋
城
で
は
「
ス
マ
ホ
で
見
よ

う
！
名
古
屋
城
」「
ス
マ
ホ
で
タ
ッ
チ
！

名
古
屋
城
」
と
い
う
ス
マ
ホ
を
利
用
し

た
案
内
表
示
、
解
説
表
示
が
始
め
ら
れ

て
い
る
。
外
国
か
ら
の
観
光
客
や
、
ス

ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
へ
の
参
加
者
や
観

客
に
対
し
て
は
、
ス
マ
ホ
の
ソ
フ
ト
の

充
実
、
自
治
体
や
各
種
施
設
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
が
ま
す
ま
す
望
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
一
部
で
は
ど
ん
ど

ん
す
す
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
ち
ら
で
は
視
認
性
と
か
長
さ
と
か
を

あ
ま
り
考
慮
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
、

「
来
訪
者
へ
の
文
化
発
信
」
と
い
う
側

面
か
ら
積
極
的
に
す
す
め
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
。

（
成
田
徹
男
）


